
京
都
。中
海
道
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一八
都
府
向
日
市
物
集
女
町
中
条

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
こ
ハ
月
ｔ
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑫
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
秋
山
浩
三

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
旧
石
器
時
代
を
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

中
海
道
遺
跡
は
向
日
丘
陵
の
東
斜
面
に
立
地
し
、
遺
跡
内
に
は
、
中
世
の
上

豪
物
集
女
氏
の
城
館
で
あ
る
物
集
女
城
跡
を
含
む
。
中
海
道
遺
跡
第
二

一
次
調

査
地

（３
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
１
２．
）
は
、

物
集
女
城
跡
の
北
濠
に
外
接
し

た
地
点
に
あ
た
り
、
住
宅
建
設

に
伴
う
事
前
調
査
と
し
て
実
施

し

た
。

脚
　

調
査
の
結
果
、
古
墳
時
代
前

随

期
か
ら
近
世
に
お
よ
ぶ
遺
構
を

者僚

検
出
し
た
。
な
か
で
も
、　
一
四

世
紀
を
中
心
と
す
る
諸
遺
構
は
、

物
集
安
城
の
構
築
に
先
立
つ
時
期
に
あ
た
り
、
本
遺
跡
内
で
の
中
世
集
落
の
成

立
、
展
開
を
追
究
す
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
と
な
る
。

今
回
報
告
す
る
の
は
墨
書
の
あ
る
人
形
で
、　
一
四
世
紀
の
石
組
井
戸
Ｓ
Ｅ
二

一
一
〇
の
埋
上
下
半
部
か
ら

一
点
出
上
し
た
。
井
戸
は
、
人
頭
大
程
度
の
石
を

平
面
円
形
に
積
み
上
げ
た
も
の
で
、
内
法
で
直
径
約
○

。
九
ｍ
、
深
さ
約

一
・

四
ｍ
を
測
る
。
底
面
に
は
、
直
径
約
四
五
を
五
〇
硼
、
高
さ
約
二
三
釦
程
度
の
、

底
板
を
取
り
の
ぞ
い
た
曲
物
を
二
重
に
据
え
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霊
Ｘ
岸彙
ヽ
露

人
形
は
、
残
存
長

一
八

・
三
皿
、
最
大
幅

一
・
四
蝕
、
最
大
厚
○

・
四
伽
の

板
状
品
で
、
正
面
観
を
表
現
す
る
。
頸
部
に
は
左
右
か
ら
の
切
り
欠
き
が
み
ら

れ
る
が
、
肩
部
以
下
は
破
損
が
著
し
い
。
墨
書
も
遺
存
状
態
が
甚
だ
不
良
で
、

表
面
最
下
端
に
か
ろ
う
じ
て

一
部
が
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
る

（秋
山
浩
三
・
清
水
み
き
）




